
ワークショップのテーマ，進め方について 
 

１ 本日のテーマ 

○ 『自治基本条例の必要性・意義について』 

・ 今後検討を進めるにあたり，また，来年度，市民に広く意見を求めていく

にあたり，条例の必要性や意義について，委員間で十分に議論し，共通認識

しておく必要がある。 

 

＜切り口，キーワード＞ 

・ どんな「まち」にしたいか？ そのために何が必要か。 

・ 自治基本条例で何ができるか，何が変わるか。 

・ 自治の必要性，条例の必要性 

・ 意識（倫理道徳，慣習等）の問題か，きまり（規則，法令等）の問題か。 

・ 地方分権 

・ 自己決定・自己責任 

・ 自治のあり方（基本理念やビジョン） 

・ 市民と行政（議会，執行機関）の信頼関係 

・ 市民協働 

・ 情報共有 

・ 市民（一般の市民のほか，自治会，地域まちづくり組織，ボランティア，

ＮＰＯ，企業を含む。）の基本的権利，義務・責務 

・ 行政がするべきこと 

・ 行政運営の基本的なしくみ                    等 

 

資料３ 



２ 進め方 

 

≪ステップ２≫ 

テーマについて，思いつくままに自由に，考えられることを全て出します。こ

の時，他人の意見を否定したり批判してはいけません。あくまでも自分の思い浮

かべた事だけを話すようにします。 

≪ステップ３≫ 

ステップ２で出た意見を思い起こして，名刺大の付箋紙に一項目ずつ，意見を

分かりやすく，簡潔に，大きな字で書きます。 
１人５～１０枚程度の付箋紙を作ります。 

≪ステップ４≫ 

参加者が交替で自分の付箋紙を１枚ずつ読み上げ，他の人の付箋紙と内容が同

じものはその付箋紙に重ねてテーブルの上に付箋紙を置いていきます。 
全ての付箋紙を読み終わるまでこの作業を繰り返します。 

≪ステップ５≫ 

グループになった付箋紙を模造紙の上に内容の関連性を考慮して配置します。

グループの位置がおよそ決まったら，全ての付箋紙が読み取れるようにグルー

プ毎に付箋紙を広げて並べ，模造紙に貼ります。 

≪ステップ６≫ 

模造紙上の付箋紙をグループ毎に線でくくったり，関連するグループや対立す

るグループ，無関係なグループ，原因や結果の関係性などがひと目でわかるよう

に視覚的表現を工夫します。 
すべての意見の付箋紙によって構成されたテーマの全体構造が浮かび上がっ

てくるようにすることがポイントです。 
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≪ステップ１≫ 

今回の会議のために，メンバーの役割分担をします。 
進行役，書記，発表者等を話し合って決定します。 
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≪ステップ７≫ 

各グループ毎にまとめた結果を，全体に対して発表します。 

各グループ
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